
88 回展のビジュアル
88 回展のポスター・リーフレットなどビジュアルデザインのベースには 88 回展の委員長を務める SD 部会員 西村俊夫さん
の 2024 年作品「Triangles2024B」の画像が使用されています。
リーフレットの日本語版と英語版を並べてみました。
英語版はあまり目にすることは少ないかと思いますが、日本語版と印象が異なって見えるところが面白いですね。
もちろん情報内容は同じです。
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西村俊夫委員長の挨拶文

「新しい空間と新しい意味をつくる」 　

リーフレット裏面には西村委員長の挨拶文、新会員の紹介、
88 回展の企画、巡回展開催日程、美術館へのアクセス情報、
そして割引券が掲載されています。

　新制作展は今年で 88 回展になります。新制作協会マークは、創立会員の猪熊弦

一郎氏と脇田和氏により考案されたもので、マークの矢印は向上と前進を表します。

この向上と前進の精神は、今日の新制作展にもしっかりと受け継がれています。

　現代社会には解決の難しい問題が数多く存在します。そして、それらは複雑に絡

み合っています。それを解くには様々な思想や手法で多方向から取り組む必要があ

ります。他の事柄と関係を持ちつつも独自に中庸の答えを導き出す思考も有効な方

法であると考えられます。本来的に美術はそういう立場にある存在であると思います。

美術は、絶対的な答えを導き出す活動ではなく、新しい意味や創造性を追求する活

動です。観る人に癒しや共感を提供し、多様性を大切にする活動です。新しい可能

性を追求する美術は、人間らしさを高める力を持っています。

　新制作協会は絵画部、彫刻部、スペースデザイン部の３部で構成されています。

新制作展では、現代のアートの状況を反映した挑戦的な作品や日常的な生活行為の

延長から生まれた作品など、多様な作品が展示されます。そこでは、鑑賞者と作品

との間に新しい空間と新しい意味がつくり出されます。多くの方の参加を期待します。

新制作協会委員長   西村 俊夫



●　新会員トーク ………………9/17（水）14:30 ～ 15:30
●　オープントーク ……………9/17（水）15:30 ～
●　ギャラリートーク …………9/20（土）13:00 ～ 15:00
●　アーティストトークⅠ ……9/21（日）13:00 ～ 15:00　「絵画におけるコトバと表現」
●　アーティストトークⅡ ……9/28（日）13:00 ～ 15:00　「絵画におけるコトバと表現」

会期中の開催イベント情報

絵画部

●　オープニングトーク ………9/17（水）15:00 ～ 16:30
●　ギャラリートーク …………9/21（日）15:00 ～ 16:30　「新制作展の彫刻に触れる 2025」

彫刻部

●　オープニングトーク ………9/17（水）15:30 ～ 16:30
●　SD ワークショップ  …………9/23（火）14:00 ～ 15:30　「つくって話そう　～空間表現の楽しみ方～」

◆ 日時：9 月 23 日(火・祝 ) 14：00～15：30 （13:45 より研修室 A にて整理券配布）

◆  会場：国立新美術館３階 研修室 A・B
　途中入退室可。 会場内の定員 (15 名程度 ) に達した際はお待ち頂く場合があります。

◆  参加者：どなたでも。(小学生以下の方には保護者の同伴が必要です。)
　※見学大歓迎 どなたでも自由に見学できます。沢山のご来場をお待ちしております。

◆  SD 部会員：前田亮二・五十嵐史帆・大木敦子

SD 部

スペースデザイン部企画　SDワークショップのご案内

『つくって話そう～空間表現の楽しみ方～』

　SD 部では作品自体はもちろんのこと、作品を取り巻く空間や内包する空間、隣接する空間といったその「場」との関係
性が重要な意味を持っています。
　作家は作品を構成する一つの大切な要素として空間を捉えています。
　今年はそうした作品と空間との関係性を体験し、会員と話をしながら作ることで空間表現の面白さに気づくワークショッ
プを開催します。

前田亮二 五十嵐史帆 大木敦子



 　ワークショップではステンレス棒と木材のパーツを使い、それらを組み合わせることによって立体を組み立てていきます。
立体そのものの形態に加えその内と外に生まれる空間は鑑賞する角度、展示の仕方によっても印象が変わります。
　シンプルな素材だからこその表現の広がりや魅力を楽しんでいただきたいと思っています。

　またつくりながらその印象や気付いたことを話すことで視野が広がり、新たな気づきが得られることと思います。会話を
楽しむこともまた一つの「場」として提供したいと考えています。皆様のご参加をお待ちしています。

（ワークショップ イメージ）


